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宇宙航空研究開発機構（JAXA）では、宇宙に関する様々な研究に取り組んでいます。

最近は、「はやぶさ」の帰還などもあり、JAXAも注目を集め、宇宙ビジネスなどに関心が
寄せられ始めています。今回、JAXAの取り組みの紹介、ロケット等の見学、また、特別に

セキュリティの高い区画である「きぼう運用管制室」の見学も行います。
江戸川区のみな様、ぜひご参加ください。

日時：2011年3月3日（木）13：15～16：30

場所：宇宙航空研究開発機構（JAXA）筑波宇宙センター（茨城県つくば市千現2-1-1）

つくばエクスプレス「つくば駅」から路線バス10分orタクシー10分 等

【内 容】
13:15　つくば宇宙センター集合（場所は参加される方に詳しくご連絡します）
13:30～14:30  JAXA職員による講演
　　　　　　　　「宇宙オープンラボ」「JAXAで行われている研究」等について

14:30  センター内見学受付（セキュリティ区分が高いため、身分証明書が必要になります）
15:00～16:15　展示館案内（展示館を解説付きでご案内致します。JAXA及び筑波宇宙センターの紹介の後、N-Iロケットから最新のH-IIBロケットまでの1/20サイズ模型や、実物大の人工衛星等をご覧頂きます。また、国際宇宙ステーション「きぼう」日本実験棟の模型の中に入り、その内部の様子をご覧頂くこともできます。）
　　　　　　→人工衛星パラポラアンテナ（人工衛星を追跡し、コントロールしているパラボラアンテナをご覧いただきます。）
　　　　　　→きぼう運用管制室（筑波宇宙センターでは、国際宇宙ステーションに取り付けられた「きぼう」日本実験棟の運用・管制を24時間体制で行っています。本ツアーではその様子をリアルタイムで見学することができます。）
※センター内見学はJAXAのバスで移動します。

「きぼう運用管制室」とは？：

「きぼう」日本実験棟に搭載されている機器や実験装置の状態の監視したり、
制御コマンドの送信を行うほか、宇宙飛行士との交信や、国際宇宙ステーション
計画に参加しているNASAなどの各国の管制センターとの連絡、不具合への対処を
行っています。運用管制室では、フライトディレクタが総指揮を取り、50名以上の
運用管制員が「きぼう」の運用を3交代24時間体制で行っています。 



参加を希望される方には、コラボ産学官事務局より詳細を御連絡させていただきます。

参加申込書　　締切日　２０１１年２月１４日（月）

FAX　03-3877-1207　または　Eメール jimu@collabosgk.com でお申込み下さい。
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☆お問合せ先　　コラボ産学官事務局（担当：杉原）〒134-0091東京都江戸川区船堀3-5-24 

　　　　　　　　　　　TEL: 03-5696-9425  FAX: 03-3877-1207  E-mail: jimu@collabosgk.com






参 加 無 料





現　 場





宇宙開発の　�　見てこよう！





コラボ産学官＆江戸川区主催





つくば宇宙センター見学ツアー開催





宇宙オープンラボとは？：


JAXAが保有する衛星等のインフラや、科学データ・取得映像等のコンテンツを活用したユニークな宇宙・航空関連ビジネスを募集しています。最大年間3,000万円の共同研究費をJAXAが分担する制度です。
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パラポラアンテナ
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きぼう運用管制室








